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１．目的 

 蕨保線技術センターは川口～大宮間の東北旅客線、

東北電車線、東北貨物線、埼京線を管理している。

通過トン数は年間２千万トンあり、「首都圏への玄関

口」として軌道状態の良化に力をいれている。しか

し、最近ではＭＴＴによる軌道整備を実施している

ものの特に東北貨物線では軌道状態が悪化傾向にあ

るため、ＭＴＴにおける効果的な軌道整備手法を検

討することが必要である。 

そこで本稿では、軌道状態の良化が図れたことか

ら蕨保線技術センターの取組みについて報告をする。 

 

２．検証内容 

２－１ 軌道状態の推移 

 蕨保線技術センターの５年間におけるＰ値の推移

を図－１に示す。 

 

 

特に東北貨物線は軌道状態が悪化傾向を示してお

り、ＭＴＴによる効果的な軌道整備が急務であった。

そこでＪＲとパートナー会社が一体となって、ＭＴ

Ｔ施工品質の向上に向けて取り組んだ結果、東北旅

客線、東北電車線、東北貨物線のＰ値は良化傾向を

たどり、2016 年度に目標Ｐ値を全線区で下回ること

ができた。ＭＴＴ施工が最大限効果を発揮できるよ

うに２つの方針で取り組んだ。 

①東北電車線及び東北旅客線のＭＴＴ施工回数を増

やし、構造物が介在している箇所への集中整備。 

②特異箇所、不能箇所を削減し連続でＭＴＴによる

軌道整備が実施できるように計画を策定。 

  

 

選択と集中の方針(図－２)により 3線区において

線区全体の P値の良化に寄与することができた。 

 

 

２－２ ＭＴＴ施工時における特異箇所の整備 

従来、ＭＴＴを連続的に施工するために支障とな

る脱線防止ガードや軌陸通路等の特異箇所について

はＭＴＴ施工範囲からは外していた。事由としては

ＭＴＴの軌道整備延長が短くなることを懸念してい

たためである。そこで特異箇所もＭＴＴ施工ができ

るようにパートナー会社と打ち合わせ、事前撤去や

翌日復旧になる方針とし、ＭＴＴ軌道整備延長が短

くならないように調整を行った。なお当保技セに敷

設されている脱線防止ガードは地震対策用の用途で

ある。脱線防止ガードの撤去・復旧によるＭＴＴ施

工の効果を図－３に示す。脱線防止ガードを撤去・

復旧した箇所のσ値が 3.3 から 2.3 と減少した。ま

た撤去・復旧を実施しなかった施工方法と比較した

結果、撤去・復旧して施工するほうがσ値良化値が

高く軌道状態の良化がみられた。 

 また軌道の持ち具合も脱線防止ガードの撤去・復

旧を行ったほうがσ値の上昇を抑えられる結果とな

った。（図－４） 

 

 

 

 

図-３ 脱線防止ガード撤去・復旧による効果 

図-２ ＭＴＴ施工回数・施工延長 

図-１ ＭＴＴ施工回数・施工延長 

キーワード ＭＴＴ、Ｐ値、σ値 
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２－３ ＭＴＴ不能箇所削減にむけた取組み 

不能箇所削減の取組みとしてケーブル防護ＰＣ敷

設と構造物撤去（横取・ＥＪ）を行っている。ケー

ブル防護ＰＣ敷設の状況は 2015 年度、2017 年度で

合計 109 本敷設している。一方、構造物撤去はＥＪ

が７箇所、横取装置は２箇所撤去し、ＭＴＴ不能箇

所削減にむけて地道に進めている。（図－５） 

 

 

特に横取装置撤去後のＭＴＴ施工効果は撤去箇所

におけるσ値の良化はもちろんのこと、撤去箇所前

後のσ値も良化しており、軌道状態良化に貢献して

いることがわかる（図－６） 

 

 

２－４ 貫入補助機能を使用したＭＴＴ軌道整備の

効果 

 砕石が細粒化している箇所は、道床交換や道床入

換で修繕しているが、特に東北貨物線においては、

砕石の細粒化が多いため対処に苦慮している。そこ

で、細粒化している箇所ではＭＴＴ機能のひとつで

ある『貫入補助機能』を活用した。『貫入補助機能』

とは、タイピングツールが所定の深さまで達しない

場合、路盤を均すことで所定の深さまでタイピング

ツールを挿入する機能である。細粒化している箇所

が多い東北貨物線下り 22k200m～22k300m を対象に

貫入補助機能を活用した結果、図－７のようにσ値

の良化率が向上していることがわかった。 

 

 

３．まとめ 

 検証結果より以下の内容を示す。 

①脱線防止ガードを撤去・復旧した箇所のＭＴＴ施

工は撤去・復旧しなかったＭＴＴ施工に比べてσ値

の良化がみられ、軌道の持ち具合も良い結果が得ら

れた。 

②横取装置の撤去後のＭＴＴ施工はσ値の良化と撤

去前後のσ値の良化もみられ、軌道状態良化の結果

が得られた。 

③細粒化している箇所は貫入補助機能を用いること

でσ値を良化することができた。 

 蕨保線技術センターではＭＴＴ施工の優先順位及

び施工方法を見直し、ＭＴＴ施工品質「質」を向上

すること、軌道状態の良化に繋げることができた。

今後も、ＪＲとパートナー会社が一致協力のもと、

保線技術者として技術力と使命感をもって安全・安

定輸送と乗り心地向上にむけてさらに挑戦していく

所存である。 
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図-４ 軌道の持ち具合 

図-５ 構造物敷設撤去 

図-６ 構造物撤去前後の軌道状態比較 

図-７ 軌道の持ち具合 
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